
九
星
と
易
断
に
よ
る

四
・
五
月
の
運
勢

気
学
で
は
辰
の
三
碧

四
月
四
日
（
清
明
）
節
入

気
学
で
は
巳
の
二
黒

五
月
五
日
（
立
夏
）
節
入

四
月
の
桜

古
来
よ
り
春
宵
一
刻
は
値

千
金
と
言
わ
れ
る
。
最
近
で

は
何
処
を
探
し
て
も
長
閑
な

風
情
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
世
の
中
は
転
変
激

し
く
事
件
の
種
は
尽
き
な
い

も
の
で
す
。
元
旦
の
能
登
半

島
地
震
は
日
本
中
が
震
撼
。

復
興
の
再
建
を
祈
念
し
ま
す
。

こ
の
三
月
は
自
民
党
安
倍

政
権
派
の
裏
金
問
題
が
露
呈
、

国
会
鳴
動
、
与
野
党
の
党
勢

は
ど
う
な
る
か
、
政
治
の
倫

理
政
局
に
及
ぼ
す
影
響
は
大

で
す
が
、
今
後
の
展
開
を
中

筮
法
で
み
ま
す
。

本
卦
・
沢
天
夬

（
上
か
ら
離
乾
乾
震
乾
坎
）

之
卦
・
地
火
明
夷

夬
の
辞
に
、
夬
は
王
庭
に

揚
（
あ
）
ぐ
。
孚
あ
っ
て
号

（
さ
け
）
ぶ
。
厲
（
あ
や
う
）

き
こ
と
あ
り
。

夬
は
三
月
の
卦
。
堤
防
の

決
壊
を
表
す
の
で
最
終
決
断

を
す
る
。
不
慮
の
眚
災
で
あ

る
の
が
天
網
恢
々
（
上
六
離
）

五
陽
爻
で
強
烈
、
処
断
を
間

違
う
と
後
遺
を
残
し
ま
す
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

火
沢
睽
初
九

五
月
筮―

風
沢
中
孚
上
九

四
月
は
年
月
揃
う
同
会
で

自
重
運
。
諸
事
大
き
く
狙
わ

ず
小
さ
く
ま
と
め
る
。
仕
事

交
際
は
強
気
に
な
ら
ず
柔
軟

に
。
家
庭
は
雑
用
多
く
金
銭

ミ
ス
。
誤
解
と
疲
労
の
対
策
。

五
月
は
牡
丹
や
つ
つ
じ
を

観
賞
。
運
気
は
緩
や
か
に
花

開
く
。
仕
事
よ
し
愛
情
よ
し
。

気
配
り
を
忘
れ
ず
。
下
旬
は

金
銭
管
理
と
体
調
守
る
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―
離
為
火
初
九

五
月
筮―

沢
天
夬
九
四

四
月
は
平
穏
に
過
ご
す
。

交
際
交
流
が
広
く
、
懸
案
の

問
題
は
解
消
の
見
込
み
。
仕

事
は
小
さ
い
ほ
ど
き
ち
ん
と

処
理
。
見
聞
や
観
光
は
良
い

が
浪
費
注
意
。
体
調
は
良
好
。

五
月
は
用
事
山
積
し
て
忙

し
く
人
の
手
を
借
り
る
。
家

庭
は
改
善
策
を
検
討
。
知
人

と
の
仲
に
気
を
遣
う
。
ほ
か

の
悩
み
は
我
慢
し
て
心
身
休

め
る
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

天
風
姤
九
四

五
月
筮―

兌
為
沢
九
五

四
月
は
気
が
和
み
桜
花
を

楽
し
む
。
待
た
さ
れ
た
計
画

は
実
施
の
好
機
近
し
。
仕
事

家
庭
は
中
宮
同
会
の
今
月
に

変
わ
り
な
く
、
平
素
の
陰
徳

の
顕
わ
れ
か
。
体
調
は
変
わ

ら
ず
。

五
月
は
破
れ
が
付
い
て
見

込
み
違
い
と
失
言
用
心
。
仕

事
は
独
断
損
と
交
通
安
全
。

利
殖
話
は
話
だ
け
で
欲
張
ら

ず
。
花
粉
や
風
邪
を
避
け
る
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

火
天
大
有
九
二

五
月
筮―

山
雷
頥
初
九

四
月
は
多
忙
で
背
中
を
押

さ
れ
る
。
仕
事
は
荷
が
重
い
。

急
ぐ
必
要
か
ら
着
手
。
家
庭

は
対
話
不
足
が
尾
を
引
く
。

買
物
は
予
算
通
り
で
も
高
く

つ
く
。
体
調
に
は
自
信
あ
り
。

五
月
。
西
洋
で
は
若
さ
の

象
徴
と
言
わ
れ
ま
す
。
順
調

運
で
明
る
さ
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、

家
庭
は
睦
ま
じ
く
安
心
。
出

費
は
あ
る
が
、
満
足
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

沢
山
咸
上
六

五
月
筮―

地
水
師
九
二

四
月
は
気
負
わ
ず
、
気
楽

に
進
め
る
。
重
責
と
複
雑
な

問
題
は
お
断
り
。
仕
事
の
指

示
は
文
書
で
確
認
。
商
談
は

逃
げ
足
が
早
い
。
趣
味
収
集

悦
に
入
る
。
体
調
保
持
。

五
月
は
悠
々
と
泳
ぐ
鯉
の

運
。
交
際
面
寛
大
に
捉
え
る

心
が
け
。
家
事
家
財
の
今
後

に
思
索
す
る
。
知
人
縁
故
の

好
誼
で
気
持
ち
が
温
ま
る
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

天
雷
无
妄
九
四

五
月
筮―

天
沢
履
九
二

四
月
は
公
私
共
に
慌
た
だ

し
い
。
予
定
外
の
仕
事
に
開

拓
の
熱
が
上
が
る
。
家
庭
は

皆
で
再
建
の
希
望
を
語
り
合

う
。
さ
ら
に
愛
の
絆
が
強
い
。

嬉
し
い
支
出
。
体
調
回
復
。

五
月
の
星
雲
は
高
く
快
い
。

心
身
に
爽
や
か
さ
が
続
く
。

方
針
と
順
序
を
変
え
ず
成
果

を
上
げ
る
。
温
か
い
友
情
が

心
に
沁
み
て
読
書
が
癒
や
す
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

雷
地
予
六
五

五
月
筮―

山
水
蒙
九
二

四
月
に
な
る
と
桜
前
線
に

酔
う
。
中
旬
に
大
事
な
予
定

あ
り
。
仕
事
を
果
た
し
余
暇

を
楽
し
む
。
わ
が
家
の
食
事

に
腹
鼓
。
見
聞
に
出
か
け
知

識
を
得
る
。
疲
労
感
が
残
る
。

五
月
は
慎
重
運
。
焦
ら
ず

好
機
を
待
つ
の
が
賢
い
。
仕

事
は
新
規
が
動
く
の
で
期
待

増
。
親
子
や
夫
婦
の
絆
が
締

ま
る
。
視
力
と
口
腔
に
注
意
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

地
火
明
夷
六
五

五
月
筮―

天
火
同
人
六
二

四
月
は
春
光
が
温
か
い
。

日
々
を
大
事
に
過
ご
す
の
が

尊
い
。
仕
事
は
技
を
生
か
し

て
み
た
い
。
背
伸
び
を
し
な

い
で
一
歩
ず
つ
進
め
る
。
金

運
弱
く
体
調
は
風
邪
さ
け
る
。

五
月
は
吉
凶
が
混
じ
る
の

で
一
日
一
善
を
心
が
け
て
吉
。
。

何
で
も
石
橋
を
叩
い
て
渡
る

気
で
い
れ
ば
安
全
。
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
き
端
午
の
鯉
が

舞
う
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

四
月
筮―

雷
風
恒
の
九
四

五
月
筮―

雷
沢
帰
妹
六
五

四
月
は
平
穏
に
治
ま
る
の

で
安
心
。
力
ま
ず
成
り
行
き

に
任
せ
る
。
温
故
知
新
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
大
き
い
。
金
銭

よ
り
大
事
な
モ
ノ
を
悟
っ
て

喜
ぶ
。
こ
の
身
が
愛
お
し
い
。

五
月
は
こ
れ
か
ら
上
向
く

運
気
。
努
力
の
種
が
花
咲
く

の
は
下
旬
。
次
の
道
が
現
れ

る
。
家
庭
に
活
気
を
呼
び
、

健
康
面
に
喜
び
あ
り
。
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慶
峰
先
生

一
月
二
十
七
日

北
千
住

の
シ
ア
タ
ー
一
〇
一
〇
に
お

い
て
、
有
宵
会
の
定
期
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

宗
昡
先
生
の
司
会
の
も
と
、

福
田
先
生
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

複
数
の
先
生
方
（
菅
原
有
恒

先
生
、
佐
藤
宗
昡
先
生
、
福

田
有
宵
先
生
、
八
川
林
加
先

生
等
）
か
ら
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。

第
一
部菅

原
有
恒
先
生

有
宵
会
の
顧
問
で
あ
る
菅

原
有
恒
先
生
よ
り
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
が
福
田
先
生
よ
り
頂
き

ま
し
た
年
筮
は
、
山
火
賁
初

九
で
し
た
。

私
が
中
筮
で
出
し
た
年
筮

は
、
山
沢
損
で
上
九
が
乾
で

し
た
の
で
山
沢
損
か
ら
地
沢

臨
に
変
わ
る
と
も
言
え
ま
す
。

一
番
上
で
十
二
月
と
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
決
め
ら

れ
た
こ
と
従
来
の
こ
と
は
し
っ

か
り
や
る
。
勉
強
も
じ
っ
く

り
や
る
の
も
良
い
時
で
す
。

山
沢
損
か
ら
風
雷
益
に
な
る

と
良
く
な
る
と
言
え
ま
す
。

令
和
五
年
年
筮
は
山
水
蒙
、

令
和
四
年
年
筮
は
巽
為
風
で

両
方
と
も
中
筮
で
行
い
、
上

九
は
乾
で
し
た
。
山
沢
損
、

山
水
蒙
、
巽
為
風
と
も
に
二

爻
陽
、
四
爻
陰
、
上
爻
陽
で

同
じ
と
な
り
三
年
間
は
変
わ
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

正
月
で
三
始
は
元
旦
と
な

り
、
三
計
と
は
、

①
種
（
穀
）
を
植
え
る
。

②
木
を
植
え
る
。

③
人
を
育
て
る
。

と
な
り
ま
す
。
今
、
私
の

出
来
る
こ
と
と
し
て
、
八
十

五
歳
か
ら
の
二
十
年
間
は
、

今
ま
で
の
も
の
を
教
え
る
こ

と
、
人
を
育
て
る
こ
と
を
中

心
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
以
降
、

業
務
日
誌
の
よ
う
な
意
味
合

い
も
あ
り
、
三
種
類
の
日
記

を
書
い
て
い
ま
す
。
毎
日
、

三
年
、
百
年
の
三
種
類
と
な

り
ま
す
。
百
年
で
あ
れ
ば
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
な
ど
家
族
か
ら
聞
い
た
こ

と
で
も
書
い
て
お
く
の
も
良

い
で
す
し
、
業
務
、
書
道
、

旅
行
な
ど
の
こ
と
で
も
良
い

と
思
い
ま
す
。
過
去
の
自
分

の
歴
史
を
残
し
、
話
す
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
易
の
卦
の
象
と
八

卦
に
象
徴
す
る
形
や
爻
の
持

つ
数
理
な
ど
、
三
百
六
十
度

の
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
易
を

見
て
読
み
解
く
「
象
数
易
」

で
あ
り
、
易
経
の
経
文
か
ら

人
々
に
示
そ
う
と
し
た
言
葉

を
用
い
て
判
断
し
解
釈
し
て

い
こ
う
と
す
る
こ
と
を
「
義

理
易
」
と
言
い
ま
す
。
今
は

や
さ
し
い
易
と
い
う
こ
と
に

も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

本
と
し
て
、
『
易
学
入
門
』

（
安
岡
正
篤
）
、
『
易
経
』

（
三
浦
國
雄
）
は
、
や
さ
し

く
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ

り
参
考
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

第
二
部佐

藤
宗
昡
先
生

佐
藤
宗
昡
先
生
よ
り
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

二
〇
二
四
年
は
、
甲
辰
三

碧
中
宮
の
年
で
す
。

甲−

十
干
の
始
ま
り
を
さ

し
て
い
て
、
生
命
や
物
事
の

始
ま
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

五
行
は
木
性
で
す
。

辰−

十
二
支
で
は
、
唯
一

こ
の
世
に
現
存
し
な
い
架
空

の
動
物
で
す
。
何
事
も
伸
び

成
長
し
て
活
気
あ
ふ
れ
る
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

五
行
で
は
土
性
と
な
り
、

甲
と
は
木
剋
土
の
相
剋
関
係

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

龍
の
こ
と
わ
ざ
と
し
て
、

「
龍
頭
蛇
尾
」
始
め
は
良
い

が
終
に
ま
と
ま
り
が
な
い
。

「
画
龍
点
睛
を
欠
く
」
肝
心

な
こ
と
が
抜
け
て
い
る
。

「
登
龍
門
」
出
世
の
為
の
く

ぐ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
門
。

「
龍
の
ひ
げ
を
な
で
る
」
と

て
も
危
険
な
事
を
さ
す
。
虎

の
尾
を
踏
む
と
対
に
な
っ
て

い
ま
す
。

甲
辰
（
乙
巳
）
納
音
占
い

で
は
、
「
覆
燈
火
」
（
ふ
く

と
う
か
）
で
、
回
り
を
囲
ま

れ
た
灯
籠
の
火
の
よ
う
な
存

在
。
火
は
便
利
な
部
分
と
凶

暴
な
部
分
を
持
っ
て
い
る
。

ロ−

カ
ル
な
場
所
に
は
才
能

が
発
揮
で
き
て
も
大
き
な
都

会
で
は
そ
の
力
を
発
揮
で
き

な
い
。

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
一
年
、
と
い
う
事
が

出
来
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
、

二
〇
二
四
年
は
何
が
起
こ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
年
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
月
五
日
の
朝
日
新
聞
の

天
声
人
語
を
紹
介
致
し
ま
す
。

天
声
人
語
は
百
二
十
年
前
か

ら
書
か
れ
て
お
り
、
一
九
〇

四
年
（
日
露
戦
争
に
な
っ
た

年
）
の
そ
の
日
は
、
「
雲
を

呼
び
雨
を
起
こ
す
と
云
う
辰

の
新
年
」
と
い
う
書
き
出
し

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り

十
干
十
二
支
が
二
巡
し
た
の

が
、
二
〇
二
四
年
な
の
で
す
。

（
一
部
の
み
掲
載
）

●
一
九
〇
四
年
甲
辰
六
白
金

星
中
宮

日
露
戦
争
が
始
ま
る

●
一
九
六
四
年
甲
辰
九
紫
火

星
中
宮

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東

海
道
新
幹
線
開
通
、
異
常
気

象
で
東
京
の
水
飢
饉
、
新
潟

地
震
発
生

さ
ら
に
遡
る
と
、

●
一
八
四
四
年
甲
辰
三
碧
木

星
中
宮

オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
開
国
勧

告
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
沖
縄

（
琉
球
）
に
来
航
、
米
国
と

清
と
の
条
約
締
結
、
フ
ラ
ン

ス
と
清
と
の
条
約
締
結

今
度
は
辰
年
の
三
碧
木
星

中
宮
の
年
と
し
て
み
る
と
、

●
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十

三
年
）
戊
辰
三
碧
木
星
中
宮

青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
東

京
ド
ー
ム
オ
ー
プ
ン
、
リ
ク

ル
ー
ト
事
件
発
覚
、
ベ
ン
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
が
ド
ー
ピ
ン

グ
で
金
メ
ダ
ル
剥
奪

さ
ら
に
遡
る
と
、

●
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
十

七
年
）
壬
辰
三
碧
木
星
中
宮

も
く
星
号
墜
落
事
故
、
白

井
義
男
氏

日
本
初
の
ボ
ク

シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
、
十
勝
沖
地
震
発
生

今
年
（
二
〇
二
四
年
）
は
、

一
月
一
日
か
ら
北
陸
に
お
い
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て
能
登
半
島
地
震
が
発
生
、

二
日
に
は
飛
行
機
事
故
と
何

か
と
不
安
に
な
る
事
ば
か
り

で
す
。
私
も
鑑
定
依
頼
で
、

家
相
・
風
水
鑑
定
の
依
頼
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
「
今
度
こ
う
い
う
土
地
を

購
入
し
た
い
で
す
が
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
」
と
尋
ね
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
、
土
地
の
地
盤

の
問
題
を
知
る
た
め
に
、
そ

の
土
地
の
役
所
に
出
向
い
て

聞
い
た
り
、
役
所
に
電
話
で

尋
ね
た
り
し
て
お
客
様
に
鑑

定
結
果
を
伝
え
て
い
た
の
で

す
が
、
二
年
前
か
ら
「
地
盤

サ
ポ
ー
ト
マ
ッ
プ
」
と
い
う

ア
プ
リ
を
使
っ
て
結
果
を
伝

え
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
は
、
希
望
す

る
住
所
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

そ
の
土
地
の
地
盤
は
固
い
の

か
軟
ら
か
い
の
か
、
或
い
は
、

液
状
化
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
か
、
ま
た
、
土
砂
災
害

の
可
能
性
は
あ
る
か
、
水
害

は
ど
う
か
、
と
い
う
点
が
分

か
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所

も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
自
宅
の
住
所
を

入
れ
て
、
自
分
の
家
が
安
全

か
ど
う
か
、
是
非
活
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

第
三
部福

田
有
宵
先
生

福
田
有
宵
先
生
よ
り
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
大
寒
の
水
、
寒
の
水
を
御

水
取
り
と
し
て
頂
く
場
合
、

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
と
な

る
の
か
」
と
ご
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

一
般
の
素
人
と
し
て
の
お

客
様
か
ら
の
ご
質
問
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
な
か
な
か

ベ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
そ
こ
ま

で
考
え
る
こ
と
も
無
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
新
鮮
さ
も
無

く
な
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ど
こ
の
水
が
良
い

か
？吉

方
で
あ
れ
ば
良
い
か
？

深
さ
は
ど
の
く
ら
い
掘
る
必

要
が
あ
る
の
か
？

地
下
室
な
ど
の
暗
い
と
こ

ろ
に
置
い
た
と
し
て
も
、
水

は
時
間
が
経
て
ば
腐
り
ま
す

の
で
ど
れ
く
ら
い
ま
で
も
つ

の
か
、
飲
料
と
し
て
も
大
丈

夫
な
の
か
、
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。

皆
様
も
今
後
、
い
ろ
い
ろ

と
研
究
さ
れ
て
い
く
と
良
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災

に
お
い
て
も
水
は
最
も
困
難

な
仕
業
で
あ
り
、
か
つ
水
は

貴
重
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
菅
原
先
生
の
正
攻

法
の
易
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
毎
日
毎
年
書
い
て
い
る

手
帳
の
中
の
価
値
と
し
て
の

宝
物
を
誰
に
託
し
て
ゆ
く
の

か
？
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
何
を
残
し
て
い
く
の
か
？

と
い
う
こ
と
が
大
切
と
な
り

ま
す
。

佐
藤
先
生
の
よ
う
に
、
文

明
の
力
を
活
用
し
た
通
信
機

器
を
用
い
て
応
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
と
て
も
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
方
か
ら
も
辰
年
と
い

う
こ
と
で
、
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
龍
の
姿
と
し

て
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
大
阪
の
堺
に
お

住
ま
い
の
大
川
法
祥
先
生
か

ら
、
「
関
西
で
の
龍
神
様
の

お
参
り
」
の
状
況
に
つ
い
て
、

三
月
号
の
会
報
誌
に
載
せ
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
参
考

に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

龍
神
系
の
神
様
は
水
神
系

で
あ
り
水
を
伴
う
の
で
す
が
、

過
去
の
時
代
は
祈
祷
を
行
っ

て
き
た
訳
で
す
。

辰
年
と
い
う
こ
と
で
今
回

は
、
「
龍
に
九
似
あ
り
」
と

い
う
お
話
を
し
ま
す
。
出
典

は
『
語
源
』
「
十
二
支
物
語
」

で
、
こ
の
中
に
書
か
れ
て
い

る
の
で
す
が
、
「
尓
雅
」

（
じ
が
）
と
い
う
本
は
中
国

古
来
の
辞
書
な
の
で
す
が
、

そ
れ
を
説
明
し
た
「
尓
雅
翼
」

（
じ
が
よ
く
）
と
い
う
解
説

本
の
中
に
、
「
龍
に
九
似
あ

り
」
と
九
つ
の
似
た
も
の
が

あ
る
と
言
う
こ
と
で
次
の
よ

う
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

龍
の
角
は
鹿
に
似
て
い
る
。

頭
は
ラ
ク
ダ
に
似
て
い
る
。

目
は
鬼
に
似
て
い
る
。

首
（
う
な
じ
）
は
蛇
に
似
て

い
る
。

腹
は
蜃
（
「
み
ず
ち
で
、
蛇

の
こ
と
）
に
似
て
い
る
。

鱗
（
う
ろ
こ
）
は
鯉
に
似
て

い
る
。

爪
は
鷹
に
似
て
い
る
。

掌
は
虎
に
似
て
い
る
。

耳
は
牛
に
似
て
い
る
。

そ
し
て
喉
の
と
こ
ろ
に
一

枚
だ
け
逆
に
生
え
た
ウ
ロ
コ

が
生
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ

ロ
コ
は
龍
に
と
っ
て
も
極
め

て
大
切
な
も
の
ら
し
く
、
も

し
も
こ
れ
に
触
れ
る
も
の
が

あ
れ
ば
、
龍
は
た
ち
ま
ち
に

し
て
激
し
く
怒
り
出
し
て
、

そ
の
触
れ
た
も
の
を
と
り
殺

し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
龍
は
霊
物
と
さ
れ
て
、

天
子
を
龍
に
た
と
え
る
の
で

「
天
子
の
怒
に
触
れ
る
」
こ

と
を
「
逆
鱗
に
触
れ
る
」
と

も
言
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
な
ど
か
ら
聞
か

れ
る
時
に
は
、
九
種
類
あ
り

年
を
と
る
ご
と
に
姿
を
変
え

て
ゆ
く
、
つ
ま
り
生
ま
れ
育

て
、
若
く
し
て
成
長
し
て
ゆ

く
、
最
後
に
は
朽
ち
果
て
る

時
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

悟
り
を
得
ら
れ
て
、
学
び
の

本
質
を
得
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
中
国
で
は
龍
神

系
の
姿
が
あ
り
ま
す
が
、
万

葉
集
、
古
事
記
、
日
本
書
紀

に
書
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
。
学
者
に
よ
っ

て
は
そ
の
様
に
と
ら
な

い
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
日
本
で
は
龍
神
系

の
神
様
で
、
建
御
雷
神

（
た
け
み
か
づ
ち
）
を

表
わ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
朝
鮮
系
や
そ
の
隣

か
ら
文
化
が
入
っ
て
来

て
い
ま
す
の
で
調
べ
て

み
る
の
も
よ
ろ
し
い
と
思
い

ま
す
。

中
国
の
古
代
に
は
、
空
に

出
る
虹
や
竜
巻
を
龍
神
の
姿

と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
龍
に
う
か
ん
む
り

を
付
け
る
と
「
寵
」
と
な
り

ま
す
。
「
ち
ゅ
う
」
「
ち
ょ

う
」
と
読
み
ま
す
。
「
寵
愛
」

と
い
う
こ
と
で
、
寵
愛
の
寵

の
字
は
、
龍
を
屋
内
に
囲
っ

て
大
切
に
養
う
様
子
な
ど
を

表
わ
し
ま
す
。

ま
た
、
龍
に
は
、
オ
ス
と

メ
ス
が
あ
り
ま
す
。
オ
ス
は

龍
、
メ
ス
は
「
ち
」
と
も
言

い
ま
す
。
東
照
宮
で
も
、
昇

り
龍
、
降
り
龍
の
姿
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
龍
の
目
は
、
ど
こ

か
ら
で
も
見
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
た
め
、
八
方
睨
み
と

言
い
ま
す
。

次
に
、
有
宵
会
の
会
報
を

ご
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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内
容
に
つ
い
て
ご
質
問
を
頂

け
る
と
よ
り
、
発
展
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

菅
原
先
生
の
お
話
の
中
で
、

易
は
六
十
四
卦
あ
り
ま
し
て
、

天
の
卦
は
内
卦
で
八
種
類
、

外
卦
で
八
種
類
あ
り
ま
す
。

同
じ
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
五
卦
あ
る
訳
で
す
。

ま
た
、
事
務
局
長
の
八
川

先
生
で
す
が
、
神
道
に
も
詳

し
く
様
々
な
部
分
で
情
報
収

集
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に

お
み
く
じ
信
仰
に
は
、
と
て

も
詳
し
く
精
通
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

第
四
部八

川
林
加
先
生

八
川
林
加
先
生
よ
り
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
宵
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
震
災

や
災
害
の
復
興
に
お
役
立
て

い
た
だ
く
た
め
、
会
員
の
皆

様
か
ら
お
預
か
り
し
た
義
援

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
代

表
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
直
接
現
地
に
行
っ
て

寄
付
金
を
お
納
め
頂
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
長
年
の
活
動
は

「
日
本
赤
十
字
社
銀
色
有
功

章
」
と
い
う
形
で
表
彰
を
頂

き
ま
し
た
。

次
に
、
「
第
十
一
回
展
覧

会

わ
く
わ
く
き
ん
ぷ
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
」
内
の
無
料
鑑

定
会
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

会
場
は
、
足
立
区
勤
労
福

祉
会
館
の
第
三
洋
室
と
い
う
、

四
十
五
名
位
入
る
お
部
屋
に

な
り
ま
す
。

入
り
口
は
、
部
屋
の
中
心

か
ら
み
て
南
東
の
方
位
と
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
入
り
口

と
鑑
定
会
場
内
の
各
ブ
ー
ス

方
位
が
家
相
の
影
響
を
受
け

る
か
、
に
つ
い
て
検
証
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

鑑
定
人
数
は
、
百
七
名
と

な
り
ま
し
た
が
、
午
後
に
お

客
様
が
集
中
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
ご
相
談
を
諦

め
て
頂
く
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
鑑
定

状
況
や
、
感
じ
た
事
な
ど
、

本
日
例
会
に
ご
出
席
さ
れ
て

い
る
先
生
方
に
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
鑑
定
士

慶
峰
先
生
、
秀
和
先
生
、
金

原
先
生
、
岩
崎
先
生
、
泰
山

先
生
、
福
田
先
生
、
宮
田
先

生
、
八
川
先
生

○
受
付

鬼
頭
先
生
、
阿
部
治
氏

○
部
屋
の
鑑
定
士
配
置
方
位

北
（
慶
峰
先
生
）

北
東
（
秀
和
先
生
）

東
（
八
川
先
生
）

南
東
（
金
原
先
生
）

南
（
岩
崎
先
生
）

南
西
（
泰
山
先
生
）

西
（
福
田
先
生
）

北
西
（
宮
田
先
生
）

八
川
先
生
・
東

お
問
い
合
せ
対
応
の
事
な

ど
を
考
え
て
入
り
口
近
く
の

東
に
座
り
ま
し
た
。

受
付
は
、
初
参
加
の
鬼
頭

先
生
と
、
阿
部
治
氏
の
二
人

で
す
。
行
者
様
で
も
あ
る
鬼

頭
先
生
が
ご
相
談
者
の
か
た

を
割
振
り
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
先
生
が
た
に
も
何
か

与
え
ら
れ
た
使
命
と
い
う
も

の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。鑑

定
人
数
は
十
九
名
。
若

い
男
性
や
小
学
生
の
お
子
様

を
連
れ
た
ご
夫
婦
が
中
心
で
、

仕
事
運
や
お
子
様
の
将
来
に

つ
い
て
な
ど
、
前
向
き
な
ご

相
談
が
中
心
で
し
た
。

金
原
先
生
・
南
東

南
東
に
座
り
、
十
七
名
位

を
鑑
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
テ−

マ
は
、
筮
竹
を

使
っ
て
鑑
定
す
る
と
い
う
こ

と
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。
初

め
は
な
か
な
か
慣
れ
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
終

り
の
頃
に
は
大
分
慣
れ
て
き

た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
内
容
と
し
て
は
、
来

年
の
運
勢
と
か
、
恋
愛
相
談

が
二
〜
三
件
あ
り
ま
し
た
。

年
齢
も
若
い
人
で
は
な
く
四

十
代
過
ぎ
の
方
が
多
く
、
恋

愛
、
人
間
関
係
な
ど
が
主
で

あ
っ
た
気
が
し
ま
す
。

岩
崎
先
生
・
南

鑑
定
人
数
は
十
八
名
位
で

六
十
代
以
上
の
年
配
の
方
が

多
か
っ
た
で
す
。

相
談
内
容
と
し
て
は
今
後

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
ら
良

い
か
？
仕
事
を
続
け
た
ら
良

い
か
？

ま
た
、
な
か
な
か

人
に
仕
事
を
任
せ
ら
れ
ず
、

今
後
ど
の
よ
う
に
人
を
育
て

て
任
せ
て
行
っ
た
ら
良
い
か

と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

中
年
ク
ラ
ス
の
女
性
の
方
が

多
く
、
前
向
き
に
生
活
を
送

ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

傾
向
と
し
て
今
年
の
四
緑

中
宮
の
方
が
多
か
っ
た
か
な

と
思
い
ま
す
。

皆
様
も
無
料
鑑
定
会
な
ど

で
経
験
さ
れ
て
み
る
の
も
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
田
先
生
・
北
西

私
の
と
こ
ろ
の
相
談
と
し

て
は
、
結
婚
の
相
談
、
お
子

様
の
進
学
や
就
職
、
相
続
な

ど
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鬱
を
持
っ
て
い
る

方
が
家
庭
の
こ
と
の
相
談
の

件
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
も

来
ら
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お

客
様
も
お
り
、
時
間
的
に
長

く
な
る
ケ−

ス
も
あ
り
ま
し
た
。

他
に
は
、
家
族
全
員
の
五
人

分
の
命
式
を
出
す
こ
と
に
な

り
、
大
変
だ
っ
た
案
件
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ッ
プ

ル
二
人
（
三
碧
男
性
、
五
黄

女
性
）
の
お
客
様
で
、
な
か

な
か
今
年
は
結
婚
の
時
期
と

し
て
勧
め
に
く
く
、
大
変
な

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

慶
峰
先
生
・
北

手
相
、
傾
斜
法
な
ど
を
使
っ

て
、
十
一
名
位
見
ま
し
た
。

や
は
り
、
女
性
が
多
か
っ
た

で
す
。
内
容
と
し
て
は
、
運

勢
、
仕
事
（
五
十
代
男
性
）

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

星
と
し
て
は
、
七
赤
金
星

（
変
化
運
）
、
九
紫
火
星

（
坎
宮
）
の
方
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
、

家
族
の
こ
と
、
お
子
様
の
相

談
が
多
く
、
他
に
は
今
後
の

金
運
が
ど
う
な
る
か
と
い
う

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。

北
の
坎
の
場
所
と
い
う
こ

と
で
重
い
話
も
多
い
か
な
と

思
っ
た
の
で
す
が
そ
れ
ほ
ど

で
も
無
か
っ
た
で
す
。

秀
和
先
生
・
北
東

ト−

タ
ル
約
十
名
位
見
ま
し

た
。
鬼
頭
先
生
が
連
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
は
、
八

白
、
五
黄
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
七
名
位
は
、
八−

八

（
本
命
月
命
）
、
八−

五
の
よ

う
な
方
が
多
く
、
我
が
強
い

方
が
多
か
っ
た
で
す
。
普
通

の
就
職
と
い
っ
た
話
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
印
象
が
残
っ

て
い
る
八−

八
の
方
か
ら
、

「
私
は
友
だ
ち
が
い
な
い
の

で
す
。
ど
う
し
た
ら
友
達
が

で
き
ま
す
か
？
」
と
い
う
ご

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様

な
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
を
ど
の

よ
う
に
鑑
定
し
ま
す
で
し
ょ

う
か
？

こ
の
八−

八
の
方
は
、
大
阪

か
ら
五
、
六
年
前
に
引
っ
越

し
て
来
て
お
り
、
友
達
を
食

事
に
誘
え
な
い
で
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
年
は
八
白

が
坎
宮
に
来
て
い
る
の
で
、

我
慢
し
て
勉
強
し
て
い
く
と

良
い
で
す
と
言
い
ま
し
た
。
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あ
な
た
は
努
力
家
な
の
で
頑

張
っ
て
い
き
な
さ
い
と
も
伝

え
ま
し
た
。
と
て
も
個
性
の

あ
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

鬼
頭
先
生
（
受
付
）

午
前
中
は
出
足
が
遅
か
っ

た
の
で
す
が
、
午
後
は
か
な

り
押
せ
ゝ
状
態
と
な
り
ま
し

た
。
鑑
定
師
の
先
生
が
空
い

た
ら
す
ぐ
に
お
客
様
を
ご
案

内
す
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

一
番
大
変
そ
う
で
あ
っ
た

の
は
宮
田
先
生
で
、
鑑
定
が

長
時
間
で
難
し
い
案
件
を
抱

え
て
い
る
よ
う
に
お
見
受
け

し
ま
し
た
。

泰
山
先
生
は
、
ベ
テ
ラ
ン

で
落
ち
着
い
て
お
ら
れ
、
難

し
い
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
て

い
る
お
客
様
が
い
た
場
合
で

も
ご
案
内
し
て
よ
い
と
、
予

め
了
解
を
頂
い
て
い
ま
し
た

の
で
、
心
強
か
っ
た
で
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
気

軽
に
ご
来
場
い
た
だ
く
た
め

に
は
ど
の
よ
う
な
ご
案
内
を

す
れ
ば
よ
い
か
や
、
鑑
定
ま

で
の
待
ち
時
間
の
表
示
に
工

夫
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

し
た
。

＊
正
確
な
鑑
定
人
数
は
、
鑑

定
報
告
書
に
基
づ
き
別
途
算

出
し
て
お
り
ま
す
。

特
別
寄
稿

◇
日
本
は
龍
の
国
◇

大
川
法
祥
先
生

（
令
和
五
年
師
走
・
記
）

『
家
庭
画
報

新
春
特
大
号
』

に
「
辰
年
の
開
運
祈
願

龍
神

絶
景
を
行
く
」
と
題
し
、
松

を
バ
ッ
ク
に
表
紙
を
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
頁
を
め
く
れ
ば

「
開
運
招
福
社
寺
と
伝
説
を

巡
る

龍
神
絶
景
を
行
く
」
と

有
り
、
京
都
妙
心
寺
法
堂
の

雲
龍
図
「
八
方
睨
み
の
龍
」

が
そ
の
特
集
の
中
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
、
新
井
白
蛾
先
師
の

菩
提
寺
で
あ
る
金
沢
の
宝
勝

寺
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派

太
白

山

寶
勝
寺
）
を
訪
れ
、
先
師

の
墓
参
を
い
た
し
ま
し
た
時
、

ご
住
職
か
ら
「
八
方
睨
み
の

龍
」
が
写
さ
れ
た
大
き
な
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
記
念
の
品
と

し
て
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
雲
龍
図
は
、
見
る
場

所
に
よ
り
、
昇
り
龍
に
も
降

り
龍
に
も
見
え
る
狩
野
探
幽

の
傑
作
で
す
が
、
私
に
と
っ

て
は
、
新
井
白
蛾
先
師
と
の

ご
縁
を
繋
い
で
く
れ
て
い
る

龍
神
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
人
に
と
っ
て
、
龍
と

は
、
龍
神
信
仰
と
は
一
体
何

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
パ
ワ
ー

が
獲
得
で
き
る
「
龍
脈
」
や

「
龍
穴
」
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？日

本
は
、
龍
の
国
。
良
く

見
る
と
日
本
列
島
そ
の
も
の

が
龍
体
の
様…

。

北
海
道
は
頭
、
本
州
は
胴

体
、
九
州
は
尾
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
昇
り
龍

天
橋
立
。
昇
龍
観

と
い
わ
れ
、
日
本
三
景
の
ひ

と
つ
。

・
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
（
秋
田
県
）

雪
解
け
の
頃
に
現
れ
る
神
秘

の
ブ
ル
ー
ア
イ
。

・
戸
隠
神
社
（
長
野
市
九
頭

龍
社
）
龍
神
信
仰
の
中
心
地
。

・
対
馬
南
端
の
神
功
皇
后
ゆ

か
り
の
地
で
は
、
海
が
龍
神
。

ま
た
、
『
家
庭
画
報

新
春
特

大
号
』
の
特
集
に
は
、
祖
山
・

富
士
山
と
つ
な
が
る
龍
神
ス

ポ
ッ
ト
を
地
理
風
水
師
の
御

堂
龍
児
さ
ん
が
案
内
さ
れ
、

実
際
に
現
れ
た
龍
雲
の
写
真

も
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

―

妙
心
寺
の
天
井
画

雲
龍
図
に
つ
い
て―

龍
と
出
会
っ
て
福
を
呼
ぶ
。

龍
は
仏
法
を
守
護
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
龍
を
見
つ

め
た
ら
昇
り
龍
の
姿
を
察
し

て
お
堂
を
一
周
し
ま
す
。

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

法
堂
の
鏡
天
井
に
狩
野
探
幽

に
よ
り
描
か
れ
た
「
雲
龍
図
」
。

ど
こ
か
ら
見
て
も
龍
と
目
が

合
う
こ
と
か
ら
（
私
も
経
験

し
ま
し
た
）
、
「
八
方
睨
み

の
龍
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
睨

み
と
言
っ
て
も
守
護
神
ら
し

い
優
し
い
眼
差
し
。
角
度
に

よ
り
昇
り
龍
の
姿
が
現
れ
ま

す
。古

く
か
ら
日
本
で
は
、
川

や
池
、
沼
等
、
水
の
有
る
所

に
は
主
（
ぬ
し
）
が
い
る
と

考
え
ら
れ
、
水
を
支
配
す
る

神
の
化
身
や
神
の
使
い
が
龍

神
（
蛇
）
だ
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
水
は
命
の
源
。

私
達
に
限
り
な
い
恵
を
与
え

て
き
ま
し
た
。

日
本
の
自
然
信
仰
に
あ
っ

た
水
神
や
龍
神
（
蛇
神
）
と

結
び
つ
き
、
独
自
の
龍
神
信

仰
が
生
ま
れ
た
の
で
す
。

や
が
て
龍
神
は
、
雨
を
降

ら
せ
る
神
か
ら
、
稲
作
の
豊

穣
神
や
天
候
を
司
る
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
く
様
に
な

り
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を
も
た

ら
す
事
か
ら
、
金
運
や
仕
事

運
を
上
げ
る
ご
利
益
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
龍
は
水
中

に
棲
み
、
天
に
昇
る
イ
メ
ー

ジ
か
ら
、
運
気
を
上
げ
る
縁

起
の
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
出
来

上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
よ
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◎
「
日
本
赤
十
字
社

銀
色
有
功
章
」
授
与

の
ご
報
告

有
宵
会
で
は
、
皆
様
か
ら

お
預
か
り
し
た
寄
付
金
を
赤

十
字
活
動
資
金
へ
の
協
力
と

し
て
納
め
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
「
日
本
赤
十
字
社
銀

色
有
功
章
」
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
一
時
ま
た

は
累
計
で
一
定
の
金
額
に
達

し
た
個
人
・
法
人
に
贈
呈
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
皆
様
か

ら
長
年
に
わ
た
り
少
し
ず
つ

積
み
上
げ
て
き
た
善
意
が
表

彰
と
い
う
か
た
ち
に
な
り
ま

し
た
。

表
彰
式
は
、
令
和
六
年
一

月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
、
会

を
代
表
し
て
福
田
有
宵
先
生

が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
皆
様
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
賛
助
金
ご
報
告

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
へ
の
賛
助
を
賜
り

ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
現

在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

伊
藤
璃
香

小
沼
麗
華

久
保
田
恵
都
予

慶
峰

金
原
玄
周

阿
部
治

岩
崎
杏
泉

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
募
集
に
つ

い
て有

宵
会
で
は
、
能
登
半
島

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
を

ご
支
援
す
る
た
め
、
災
害
義

援
金
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、
有
宵
会
が
責
任
を

も
っ
て
関
係
機
関
に
お
納
め

い
た
し
ま
す
。
す
で
に
ご
賛

同
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
た

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
か
た
は
、
有
宵
会
の
例
会

開
催
会
場
受
付
、
ま
た
は
、

福
田
有
宵
先
生
・
佐
藤
宗
昡

先
生
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
行
事
・
活
動
報
告

◆
江
東
区
東
大
島
文
化
セ
ン
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タ
ー
様
主
催

体
験
教
室

「
ス
プ
リ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

二
月
十
一
日
（
日
）

・
場
所
／
東
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー

二
階
第
五
研
修
室

・
鑑
定
人
数

七
十
一
名

・
出
演
者

八
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
出
演
者
〉

佐
藤
宗
昡

ア
ク
ア
・
マ
ル
ム

卯
月
亨

慶
峰

野
口
宗
恩

浜
口
リ
ラ

宝
彩

南
亜
希

鑑
定
会
報
告佐

藤
宗
昡
先
生

今
回
の
東
大
島
の
鑑
定
会

で
は
、
来
場
者
の
数
が
例
年

よ
り
少
な
く
、
特
に
お
子
様

の
鑑
定
に
関
し
て
は
、
幼
児

二
名
の
み
と
な
り
、
大
人
の

女
性
か
ら
の
ご
相
談
が
中
心

と
な
り
ま
し
た
。

鑑
定
後
は
、
女
性
の
お
客

様
十
名
以
上
、
男
性
の
お
客

様
は
三
名
の
か
た
か
ら
、
感

謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
客
様
に
と
っ
て
も

十
分
ご
満
足
を
い
た
だ
け
る

ご
相
談
が
な
さ
れ
た
様
に
お

見
受
け
し
ま
し
た
。
鑑
定
を

す
る
側
も
落
ち
着
い
た
鑑
定

が
出
来
た
状
況
で
し
た
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―

◆
江
東
区
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー
様
主
催

「
ら
・
館
ま
つ
り
」
占

い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

三
月
三
日
（
日
）

・
場
所
／
江
東
区
総
合
区
民

セ
ン
タ
ー

・
鑑
定
人
数

八
十
八
名

・
出
演
者

六
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
出
演
者
〉

佐
藤
宗
昡

卯
月
亨

ア
ク
ア
・
マ
ル
ム

野
口
宗
恩

南
亜
希

佐
々
木
敦
子

鑑
定
会
報
告佐

藤
宗
昡
先
生

当
日
は
、
通
常
よ
り
も
少

数
精
鋭
の
六
名
で
鑑
定
会
に

参
加
を
い
た
し
ま
し
た
。
当

日
の
お
客
様
か
ら
の
反
応
に

つ
い
て
は
、
区
役
所
の
職
員

よ
り
後
日
連
絡
が
あ
り
、

「
次
回
は
い
つ
あ
る
の
か
？
」

と
い
う
、
嬉
し
い
お
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
旨
、
ご
報
告

を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
お
客
様
の
中
に
は
、

「
別
日
に
直
接
鑑
定
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
連
絡
先

を
教
え
て
ほ
し
い
。
」
と
い
っ

た
メ
ー
ル
連
絡
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
有
宵
会
で
は
、
プ

ロ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い

る
先
生
方
に
お
い
て
も
、
勉

強
の
場
と
し
て
無
料
鑑
定
会

に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

ご
相
談
者
に
元
気
で
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

占
術
家
と
し
て
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

◆
次
回
号
掲
載
の
ご

案
内

こ
の
三
月
に
は
、
ま
つ
ど

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
様

主
催
「
こ
ど
も
は
、
み
ら
い
。

み
ら
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」

に
も
、
占
い
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

会
報
誌
編
集
上
の
都
合
に

よ
り
、
次
回
号
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時
／
令
和
六
年

二
月
二
十
一
日
（
水
）

有
宵
会
初
参
り

・
場
所
／
検
見
川
神
社
様

・
参
加
者

七
十
名
以
上

・
祈
願
件
数

九
十
七
件

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

―

運
営
事
務
局―

福
田
有
宵

佐
藤
宗
昡

岩
崎
杏
泉

安
齋
美
佐

金
原
玄
周

阿
部
治

八
川
林
加

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

市
原
敬
子

卯
月
亨

大
鷲
公
子

岸
浦
光
伶

河
野
有
泉

小
宮
有
理

甲
本
安
紀
子

近
藤
幹
恵

佐
々
木
陽
子

渋
谷
由
紀

子

秀
和
仙
宵

杉
本
侑

穂

富
澤
岑
子

友
部
れ

い
子

長
澤
光
祐

中
島

み
ゆ
き

濱
野
延
珠

深

町
侑
未

南
亜
希

宮
田

麻
有

山
下
チ
ヅ
子

そ
の
他
、
有
志
の
五
十
名

以
上
が
参
加

初
参
り
当
日
は
、
小
雨
模

様
で
、
か
な
り
寒
い
一
日
で

し
た
が
、
福
田
有
宵
先
生
や

有
宵
会
と
ご
縁
の
あ
る
大
勢

の
方
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

検
見
川
神
社
様
は
、
八
方

除
け
で
名
高
い
神
社
で
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
願
意
に
対
し

て
も
、
大
変
丁
寧
な
ご
相
談

と
ご
提
案
を
重
ね
て
か
ら
願

意
の
決
定
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
旅
行
安
全
の
祈

願
で
あ
れ
ば
、
旅
行
の
期
間
、

行
先
ま
で
を
含
め
て
御
神
前

で
祝
詞
奏
上
を
し
て
く
だ
さ

る
の
で
す
。

拝
殿
で
は
、
各
々
が
玉
串

奉
奠
の
後
、
一
心
に
願
い
の

成
就
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
検
見
川
神

社
様
の
ご
厚
意
で
、
参
加
者

全
員
が
白
龍
の
張
り
子
に
入
っ

た
特
製
の
お
み
く
じ
を
賜
り

ま
し
た
。
思
い
が
け
な
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
、
参
加
者
一
同
は
、

ハ
レ
の
日
に
相
応
し
い
明
る

い
笑
顔
で
歓
談
の
花
を
咲
か

せ
て
お
り
ま
し
た
。

検
見
川
神
社
様
に
は
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
今
回
の
初
参
り
で
は
、
直

接
社
務
所
で
御
祈
願
の
お
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
も

あ
っ
た
た
め
、
会
員
の
ご
氏

名
は
、
全
て
の
ご
参
加
者
を

網
羅
で
き
て
い
な
い
可
能
性

が
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
新
規
入
会
者
ご
紹

介
新
た
に
一
名
の
か
た
が
有

宵
会
に
ご
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
令
和
六
年
一
月
入
会

（
敬
称
略
）

天
道
仁

◆
次
回
の
例
会
情
報
◆

日
程
／
令
和
六
年

五
月
二
十
五
日
（
土
）

午
後
一
時
～
五
時

会
場
／

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅
西

口

徒
歩
三
分
）

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

―
―

―
―

―
―

―
―

―

■
令
和
六
年
一
月
例
会

参
加
者

一
月
度
は
、
四
十
四
名
の

か
た
が
ご
参
加
を
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
の
終
了
後
は
、

有
志
の
十
八
名
が
集
い
、
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

事
務
局
長

八
川
林
加

第１２２号 有 宵 会 だ よ り 令和６年３月吉日


